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 副教材等  プログレス化学基礎(第一学習社) 

 

１．学習の目標 

   自然に対する関心や探究心を高め，観察，実験などを行い，科学的に探究する能力と態度を育てる 

 とともに自然界の事物・現象についての理解を深め，化学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学 

 的な自然観を育てる。 

 

２．学習計画と学習の内容 

   学習の内容  月  学習のねらい 

 

 

 

 

 第 

 

 １ 

 

 学 

 

 期 

 序編 化学と人間生活 

 １人間生活と化学 

 ２化学とその役割 

 ４ 

 ・物質を探究する科学としての化学を具体例を通して確認し，人 

  間生活との関わりを学ぶ。 

 ・基本的な実験操作の習得。 

 第１編 物質の構成 

 １物質の探求 

   原子と元素,分子,単体,化合物 

  物質の分離,三態 

 ・物質を分類し、構成粒子についての理解。 

 ・物質の性質を調べるために，物質の分類や分離・精錬法，物質 

  の状態変化について、実験を通して学ぶ。 

 ・粒子の熱運動と状態変化の関係の理解。 

 ５ 

 ２原子の構造と周期表 

   原子の構造 

  元素の周期律とその性質 

 

 ６ 

 ・構成粒子の違いと物質の種類の違いの関係の理解。 

 ・原子の構造を理解し、各元素の分類。 

 ・元素の周期律と周期表の理解。 

 ・周期表の意味を知り，元素のおおよその性質の推定を実験を通 

  して学ぶ。 

 ３化学結合 

  イオン，イオン結合，組成式 

 ・物質が原子，分子，イオンから構成されていることの理解。 

 ・原子の電子配置と関係が深い３種の化学結合について。 

 ・イオンやイオンからなる物質の表し方。 

  共有結合，配位結合，金属結合 

  錯イオン 

  化学結合と物質の分類 

 ７ 

 ・分子の性質と分子の様々な表し方。 

 ・金属元素の結合の様子とその性質。 

 ・化学結合の違いによる物質の分類。 

 

 第 

 

 ２ 

 

 学 

 

 期 

 第２編 物質の変化 

 １物質量と化学反応式 

  原子量,分子量,式量,物質量 

 ８  ・原子や分子の質量の相対質量による表し方，物質を粒子の数で 

  表す「物質量」について学ぶ。 

 ・物質量と体積，質量の関係をアボガドロ数と関連付けて考え， 

  観察と実験によって調べることができる。 

 ９ 

  溶液の濃度,化学反応式の書き方 

  化学反応式とその示す意味  10 

 ・溶液の濃度を物質量を用いて表す。 

 ・化学変化を化学反応式で表す。また，変化量を計算や実験から 

  求める。 

 ２酸と塩基の反応 

  酸と塩基,酸塩基の強弱,ｐH 

  ｐH指示薬とｐHの測定 

 11 

 ・酸，塩基とその水溶液の性質，変化について理解する。 

 ・酸，塩基と日常の物質との関連について考察できる。 

 ・水の電離と酸塩基の強弱・ｐＨの大きさの関係について理解す 

  る。 

  中和反応,中和滴定 滴定曲線 

  塩の性質  12 

 ・中和反応と塩の性質についての理解。 

 ・中和滴定の実験を通して，器具の取り扱いや中和反応の定量的 

  な扱いができる。 

 第 

 ３ 

 学 

 期 

 ３酸化還元反応 

  酸化･還元,酸化剤･還元剤 

  酸化剤･還元剤の量的関係 

 １ 

 ・酸化還元反応の身近な例について理解を深める。 

 ・電子の移動という観点で,酸化還元反応について考察できる。 

 ・酸化剤，還元剤とその反応を理解する。 

  金属の酸化還元反応 

  電池 

  電気分解 

 ２ 

 ・金属のイオン化やイオン化傾向について理解する。 

 ・電池・電気分解のメカニズムやその種類について学び，実験か 

  らの考察に活用できる。 

 ・酸化還元反応の人間生活での利用例を学ぶ。  ３ 

 

３．評価規準と評価方法  

     関心・意欲・態度    思考・判断・表現    観察・実験の技能      知識・理解 

物質の成り立ちやその変化 

を中心に、自然の事物・現 

象に関心をもち、意欲的に 

探究するとともに、物質を 

幅広くとらえる見方や考え 

方を身に付けている。 

物質が何からできている 

か、どのような変化をす 

るかを中心に、自然の事 

物・現象の中に問題を見 

いだし、観察、実験など 

を行うことができる。 

物質の成り立ちやその変 

化を中心とした観察実験 

の技能を習得するととも 

に、実験の過程や結果及 

びそこから導き出した考 

えを的確に表現できる。 

物質が何からできている 

か、どのような変化をす 

るかを中心に、自然の事 

物・現象について、理解 

し、知識を身に付けてい 

る。 

上記の観点から、①定期考査 ②実験レポート ③平時の授業 など総合的に評価します。 

 


